
                                  

 
 

  
 
 
 
 

 
2022 年 5 ⽉ 11 ⽇ 

 
報道関係各位 

株式会社⽇本レースプロモーション 
                                     株式会社オートポリス 

 

⼤分県で出前授業『カーボンニュートラルとモータースポーツを考える』を開催 

 
株式会社⽇本レースプロモーション(東京都千代⽥区)と株式会社オートポリス(⼤分県⽇⽥市)は、5 ⽉

11 ⽇(⽔)午後 1 時 30 分から⼤分県庁 2 階正庁ホールで、出前授業『カーボンニュートラルとモータース
ポーツを考える』を開催致しました。 

 

 
 
 

この出前授業は、これからの未来を背負う若い世代に、世界的に喫緊の課題になっているカーボンニュ
ートラルについての理解を深めてもらうと共に、その必要性について考えてもらうことを⽬的に開催し
たもので、トヨタ⾃動⾞株式会社で⻑年エンジン開発を担当してきた永井洋治⽒（元トヨタカスタマイジ
ング＆ディベロップメント TRD 本部執⾏役員で、現在は株式会社⽇本レースプロモーションの「スーパ
ーフォーミュラ NEXT50 プロジェクト※」テクニカルアドバイザー）が講師を務めました。 
 授業では、世界的規模で進む地球温暖化の現状やその原因となる CO2 排出をいかに削減していくべき
か、またカーボンニュートラル実現に向けて、モータースポーツが果たすべき役割や現在取り組んでいる
試みについて具体例をあげて説明し、参加した⼤分県⽴⼤分⾼等技術専⾨校 29 名(⾃動⾞整備科 15名・
メカトロニクス科 14 名)、⼤分⾼等学校⾃動⾞⼯学専攻科 18 名、⼤原⾃動⾞⼯科専⾨学校⼤分校 46 名
の計 93名が受講⽣は熱⼼に⽿を傾けていました。 
受講⽣たちは、本⽇の出前授業で学んだ知識をさらに深めるために、5 ⽉ 22 ⽇(⽇)にオートポリスで開 

催される全⽇本スーパーフォーミュラ選⼿権第 4 戦オートポリスの決勝レースを⾒学することなってお
り、授業の最後に、株式会社オートポリスの永原健司代表取締役社⻑から招待券の贈呈が⾏われました。 



                                  

 
 

 
 
 

 

 
 

※スーパーフォーミュラ NEXT50 プロジェクト 
今年国内トップフォーミュラ 50 年(1973 年の全⽇本 F2000 選⼿権開幕から)という節⽬を迎えるにあたり、全
⽇本スーパーフォーミュラ選⼿権を年 7 ⼤会 10 戦を運営している⽇本レースプロモーションが、サステナブ
ルなモータースポーツ業界づくりを⽬的としてスタートしたプロジェクト。レース開催前後にサーキットでテ
ストカーを⾛らせ、⾞体、燃料、タイヤの３つのカテゴリーでカーボンニュートラルを実現するために様々な
開発テストを実施している。 
 

【本件に関するお問い合わせ】 
 
㈱⽇本レースプロモーション 鞍⾺  

東京都千代⽥区九段南 2-3-25-3 階 
080-4633-6177 kurama@jrp-inc.net  
㈱オートポリス 得⽥ 

⼤分県⽇⽥市上津江町上野⽥ 1112-8 
                 090-7842-6747  tokuda_kouichi@autopolis.jp  


